
全国に広がる 
職業能力開発大学校１０校

東北職業能力開発大学校附属
秋田職業能力開発短期大学校
（秋田県大館市）

北海道職業能力開発大学校
（北海道小樽市）

北陸職業能力開発大学校
（富山県魚津市）
中国職業能力開発大学校
（岡山県倉敷市） 関東職業能力

開発大学校
（栃木県小山市）

東海職業能力開発大学校
（岐阜県揖斐郡大野町）

近畿職業能力開発大学校
（大阪府岸和田市）

沖縄職業能力開発大学校
（沖縄県沖縄市）

四国職業能力開発大学校
（香川県丸亀市）

九州職業能力開発大学校
（福岡県北九州市）

東北職業能力
開発大学校
（宮城県栗原市）

２年

２年+

秋田職能短大で

秋田職業能力開発短期大学校

　職業能力開発大学校 へ
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程

秋田職業能力開発短期大学校 専門課程 (２年制）

東北職業能力開発大学校 応用課程 (２年制）

新
製
品
の
開
発
、
生
産
工
程
の
構
築
等
に
対
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術
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管
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ー
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育
成
し
ま
す
。

・生産機械システム技術科… 25名
・生産電気システム技術科… 20名

・生産電子情報システム技術科… 30名
・建築施工システム技術科……… 25名

・生産機械技術科… 20名　・電子情報技術科… 20名・住居環境科…… 20名

３年次

４年次
開 発 課 題

進学

修了

ワーキンググループ方式により、生産現場に密着した製
品の企画開発から製作までの創造的・実践的なものづく
り能力を習得します。

応用課程では、学科の枠を超えて
チームをつくり、共通する課題に
挑戦する「開発課題」というプロ
ジェクトがあります。それぞれに
培ってきた専門分野を活かし、役
割を明確にしながらゴールを目指
します。詳細は 3、4ページへ！

専門分野の技能・技術を深めるとともに、関連する技能・技術を
習得し、それらを活用する能力を習得します。

START！

就  職

工業系大学卒業と
同じ待遇で採用

就職サポート体制にも力を入れており、先輩
たちは、製造業、建設業を中心に、各企業で
リーダーとしてそれぞれの能力を発揮し、活
躍しています。

SUCCESS

就職率ほぼ１００％！各界からの高い評価！
応用課程修了後の就職

● 一部工業系の大学院へ

● 職業能力開発研究学域へさらに極めるなら
研究学域への道も有り

一般大学における修士課程に相当します

進学先は限られますが、一部工業系の大学院への進学も可能です。

CREATE ♪

STEP UP⤴
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生産機械
システム技術科
機械系

生産電気
システム技術科
電気系

生産電子情報
システム技術科
電子情報系

建築施工
システム技術科
建築系

・（独）国立高等専門学校機構　秋田工業高等専門学校　卒業
・秋田職能短大　専門課程生産技術科　修了
・九州職業能力開発大学校　応用課程生産機械システム技術科　進学（Ｒ4）

・秋田県立由利高等学校　卒業
・秋田職能短大　専門課程電子情報技術科　修了
・東北職業能力開発大学校　応用課程生産電気システム技術科　進学（Ｒ3）

鈴 木 大 聖 さん

伊 藤     瞭 さん

素材から完成品に至るまでの生産技術の基
礎を柱に、基礎的な加工技術からCAD/CAM
の実習、機械技術まで専門的に幅広く学ぶ
ことができます。

電気技術、エネルギー技術及び制御技術を
基礎に、自然エネルギー（風力・太陽光）発
電の電力制御、電動化技術、工場の自動化・
省エネ化技術を学べます。

ネットワーク社会に必要なコンピュータの
ハード（回路）、ソフト（プログラム）、情報ネッ
トワーク技術、組込みマイコン技術の原理
や設計方法など幅広い技術を学べます。

建築計画や建築構造、建築施工について、
基礎から応用までしっかり学べます。現場
さながらの環境で行う『リアルな実習』が
魅力です。

・秋田県立秋田工業高等学校　卒業
・秋田職能短大　専門課程電子情報技術科　修了
・東北職業能力開発大学校  応用課程生産電子情報システム技術科  進学（Ｒ3）

・秋田県立大館桂桜高等学校　卒業
・秋田職能短大　専門課程住居環境科　修了
・東北職業能力開発大学校　応用課程建築施工システム技術科　進学（Ｒ4）

進 藤  　晏 さん
あん

田 中 紗弥佳 さん

応用課程では
どんなことを学ぶの？当校から応用課程に進んだ先輩たち
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開
発

TEAM PROJECT
学科の枠を越えて挑む

課
題

開発課題とは新製品の開発を模擬する課題実習です。
与えられた目標・課題に対し学生がチームを組み、自ら企画・設計・加工組立・評価を行い、
製品開発の流れを習得します。
プロジェクト方式の製品開発の流れを参考にしており、一般大学にはない能開大ならで
はの独自の教育システムです。

　応用課程では、学科の枠を超えてチームをつくり、共通する課題の解決に挑戦する「開発課題」
というプロジェクトがあります。それぞれに培ってきた専門分野を活かし、役割を明確にしながら
ゴールを目指します。生産現場を意識しながら、相互に協力・研鑽することで実社会での実践力を
高めることができます。

生産機械
システム
技術科

生産電気
システム
技術科

生産電子情報
システム
技術科

建築施工
システム
技術科
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開発課題のテーマ事例
くりでん鉄道模型の製作と子供
向け展示ガイドアプリの開発

空き家を利用した多世代共生型
コミュニティ住宅の開発

自動走行プラットフォーム
Kohga の開発

食品工場の工程改善
～自動煮玉子投入装置の開発～

～空き家とその敷地を含めた活用方法の提案～

　本テーマでは、鉄道博物館くりでんミュージアム（栗
原市）の展示物をわかりやすく紹介する子供用アプリ
ケーションソフトウェアの開発を行いました。また、
ミュージアムに来場した子供たちが「見て・触れて・楽し
める」をコンセプトに、５インチゲージ鉄道模型「栗原電
鉄・電動客車Ｍ１５３」の製作と、鉄道模型「くりはら田
園鉄道・ＫＤ９５形気動車」（2019年製）の走行性能と
遠隔操作システムの安全機能の改良に取り組みました。

総務省統計局の平成30年住宅・土地統計調査によれ
ば、総住宅数6,242万戸のうち空き家率は13.6％と過去
最高となり、今後もさらなる増加が見込まれ、空き家問
題への対応は喫緊の課題となっています。本研究では、
空き家条例制定への取り組み等について確認した上で、
空き家が地域にもたらす問題と対策の有効性について調
査するとともに、空き家の発生抑制や活用の可能性につ
いても検討していきます。これにあたり栗原市にあるＮ
ＰＯ法人が所有する空き家を活用し、その敷地を含めた
空き家の活用方法を提案することを目的としています。

　車両を自動的・自律的に制御する技術はさまざまな分
野に応用されています。本グループは、衛星航法技術を
利用した自動走行制御システムに焦点を当て、屋外での
利用を想定した自動走行車両とそれを制御・管理するた
めのクラウドシステムの開発を行いました。車両とシス
テムのいずれも拡張性を有しており、さまざまな応用用
途に対応できます。製作した車両は、学校内における遠
隔で指定した場所へ自動で移動できるようにしました。

　地元食品加工企業との共同研究テーマでした。煮玉
子と煮豚が入った惣菜の生産を行っている工程の人員
削減に取り組む内容です。工場では煮玉子と煮豚の投
入をそれぞれ専任の計２名で作業をしており、今回は
煮玉子の投入を自動化することで人員削減を図りまし
た。また煮玉子移載装置を追加することで前段の準備
工程も取り込む工程削減になりました。
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生産ロボット
システムコース

カリキュラムイメージ

目的

OPICT 　政府が打ち出したロボット新戦略に対応して、令和3年度から応用
課程各科に生産ロボットシステムコース（以下ロボットコース）が設
置されています。
　応用課程のカリキュラムの一部は改訂され、従来通りの専門科目に
加えて、産業用ロボットに関連する科目を学べるようになりました。
共通科目であるロボット関連科目を受講した後、ロボットに関する興
味が深まれば、各科5名程度を上限としてロボットコースを選択する
ことで、産業用ロボットを活用した自動化システムを構築する実習を
行うことができます。

　生産ロボットシステムコースでは、①産業用ロ
ボットを用いたシステム構築、自動化システムヘの
適用技術、②保守・メンテナンス技術、③組み込み
プログラム、IoT技術に対応したネットワーク技術
等を強みとし、システムや製品の企画・開発から生
産工程の改良・改善・運用・管理等に対応できる高
度なスキルを有するエンジニアやSier（システムイ
ンテグレータ：ロボット技術を組み合わせて自動化
システムを構築する技術者）の育成を目指します。

生産機械 システム技術科 共通科目
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
実
習

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

開
発
課
題
実
習

生産電気 システム技術科

生産電子情報 システム技術科

生産機械
システムコース

生産電気
システムコース

生産電子情報 
システムコース

生産ロボット
システムコース

学科　　実技

学科　　実技

学科　　実技

学科

実技

ロボット工学について
更に深く学ぶ事が出来
ます！（各科より５名程度）
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修
了
生
の
活
躍

６

当校を修了後、応用課程に進学した先輩の活躍を紹介します！



東北職業能力開発大学校

学費

入校GUIDE
入校試験概要

秋田職業能力開発短期大学校 学務援助課
〒017-0805　秋田県大館市字扇田道下6-1  TEL.0186-42-5600（代表5700）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX.0186-42-5719

◯ホームページで最新情報をご覧いただけます。 https://www3.jeed.go.jp/akita/college/

推薦入試　願書受付：4月中旬～5月上旬　試験日：5月中旬
出願資格： 専門課程の高度職業訓練を翌3月に修了見込みの方で、校長が責任を持って推薦できる方で且つ応募科と
同系の学科に在籍する方。
対象校： 秋田職業能力開発短期大学校、青森職業能力開発短期大学校、岩手県・山形県・福島県の各職業能力開発短期大学校
受験料： 18,000円　試験会場： 東北職業能力開発大学校　選考方法： 書類審査、面接　
合格内定通知：6月上旬

一般入試　願書受付：6月上旬～下旬　試験日：7月上旬
出願資格： 次の（1)(2）いずれかの条件を満たす方。
(1)専門課程の高度職業訓練を修了した方（応募科と同系に限る。3月修了含む）
(2)以下のいずれかに該当する方
・実務経験により応用課程の教育訓練を受けるにふさわしい技能・知識を有する方
・大学、短期大学校、専修学校、高等専門学校等において応募科と同系専門課程の学科を卒業又は卒業見込みの方
受験料： 18,000円　試験会場： 東北職業能力開発大学校及び各ブロック大学校
選考方法： 筆記試験、面接　合格内定通知：7月下旬

進学について考える時、学費等は気になると思います。
入校時と在校中にどれくらい必要なのか、金額の目安をお知らせいたします。

●東北自動車道

　十和田I.C.～国道103号線…約20㎞

　大館北I.C.～国道7号線…約5㎞

●JR大館駅下車
・市内バス路線
　大館駅前から大館市役所前（約15分）
　下車し、1.2km（徒歩約15分）
●JR東大館駅から2.1㎞（徒歩約25分）

アクセス

お問い合わせ

小坂北I.C

大館南I.C

大館北I.C

大館市街降り口

クリック
秋田職能短大 検 索

●学費等

※このほかにテキスト代、実習用具代、実習服代、安全用具代などがかかります。

区　分 ３年次（応用課程） ４年次（応用課程）

受験料

入校料

授業料

合　計

18,000円

112,800円

390,000円

520,800円

―
―

390,000円
390,000円
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